
 

 

 

 

 

 歴代の先輩方が受け継いできた伝統の法被を，ついに受け取るときがやってきま

した。法被に袖を通した子どもたちの目は輝いていて，「先輩方の思いが伝わってき

た」「法被が背中を押してくれているような気がした」「最高の白壁を創りたいと改

めて思った」など，それぞれに伝統の重みを感じているようでした。まだまだ，法被に

「着せられている」子どもたち。これからどんどん法被姿が板についていくのが楽し

みです。 
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